
 

塾通信 ひまわり １５号 ２０２３ １１月 

 

いつも塾通信をお読みいただきありがとうございます。 

１１月に入り、急に冬になってしまった感じです。今年は秋がなく、夏から冬ですね。フィリピンから

中継で、英語を勉強していますが、フィリピンでは毎日３０度です。リン先生や他のフィリピンの先生

は半袖の服を着ています。フィリピンは夏しかありません。フィリピンの人たちと交流すると日本に四

季があることを実感します。この四季があることで、夏野菜（ナス・ピーマン）秋・冬野菜（キャベツ・

ブロッコリーなど）イチゴ         など食の豊かさに恵まれてます。ありがたいですね。 

１）   １１月の活動報告 

⑴ 塾のトイレ工事 

① 塾のトイレを新しくしました。 

塾通信でトイレ工事のことを書くのは、こ

のトイレを工事したのがフィリピンの 20 代

の女性で、皆さんに紹介したいからです。 

（3 枚目の写真） 

日本に来た理由は、日本には仕事があり給

料がいいからです。そして、家族のために働

き、家族を養うために送金をしています。 

 私が不思議に思ったのは、どうやって仕事

を覚えたか？です。一人の子は、日常の日本

語はなんとか話せます。しかし、もう一人の

子はリスニングの方は大丈夫ですが、日本語

は話せません。こんな語学力で、どうやって

仕事を覚えたのか？とても不思議でした。 

 私は彼女たちに聞きました。 

私：「どうやって、仕事を覚えたの？」 

なんと！！彼女たちの答えは 

フィリピン：「ユーチューブを見て、勉強した」 

私：「ユーチューブは、日本語で説明  

しているけど、わかるの？」 

フィリピン：「ユーチューブは動画だから、だ

いたいわかる。現場で、応用し

て仕事をしている」 

私は、もうびっくりです。 

 

もし、これが私だったら、こんなことができ

るだろうか？ 

言葉の通じない国で、経験のない仕事をす

るなんて想像ができませんでした。 

話は少し変わりますが、フィリピン・ベト

ナム・ネパールなどのアジア圏から日本に仕

事を求めて来日する人が増えて来ています。                 

日本語があまり話せない人は、日本語の勉

強も同時にしています。日曜日に外国人に図

書館で日本語を教えていますが、彼ら、彼女

らは一生懸命日本語を勉強しています。わか

らないことは、どんどん質問もしてきます。 

外国人に共通していることは、できるとか

できないとかを考えるのではなく、どうした

らできるのかを考え、実行するバイタリティ

ーの強さです。 

 

フィリピンの彼女たちがトイレ工事をして

いた時、小学生が「ハロー」と声をかけると、

明るい声で「ハロー」と答えてくれました。彼

女たちの生活状況はたいへんですが、決して

暗くならず、明るく接してくれることも素晴

らしかったです。 

 彼女たちの心構え・態度を私だけではなく、

児童・生徒の皆さんも見習ってもらいたいと

思います。 

 家の修繕が必要になったら、また彼女たち

にお願いする予定です。 



 

 

② １１月１７日（金） 

千葉商科大学付属高校：訪問 

校舎が新しくとてもきれいな学校でした。屋上

から東京スカイツリーや富士山も見えます。景色

がいいので、たいへんリラックスできる場所です。 

教育内容も他の学校と違うすばらしい点が２

つあります。 

まず、1 つはホームスティが高２の夏に 2 週間

あります。この学校では、希望者すれば英語の成

績に関係なく行けます。 

私はこのお話を聞いた時、フィリピン社会人留

学した時を思い出し、その時のようすを先生にお

話ししました。 

それは、フィリピン留学のクラスでスピーキン

グが苦手な社会人がいました。「苦手なため話す

のが恥ずかしい」と言っていました。 

しかし、私は「話すのが苦手だから、フィリピ

ンにお金を払って来たのでしょう。私も話すのが

苦手でも、気にしないで英語でたくさん話そう」

と言いました。間違えることを気にしないで、ど

んどん話していると、自然と英語が出てくるよう

になるのです。すごい不思議な経験をしました。 

この留学で、苦手とかできないと決める前にチ

ャレンジして経験することがとても大事だと思

いました。 

英語ができないからこそ、思い切って外国に行

って勉強するのありと思います。 

こんな話をして先生と盛り上がってしまいま

した。 

2 つ目は、フランスと交換留学制度を取ってい

るのです。多くの学校は、英語圏の学校です。 

私は、先生に「どうして、フランスなんですか？」

と聞いてしまいました。 

先生は、「英語はできる人とそうでない人の開

きがあります。しかし、フランス語のできる生徒

は、いません。みんな 0 からスタートです。だか

ら、できないのは当たり前なんです。これが、勉

強のモチベーションを上げていき、結果的にでき

るようになる」 

この話を聞いた時も、目から鱗が落ちました。 

みんなが取り組んでいないことに、挑戦するこ

とがとても素晴らしいことです。 

もっと書きたいことがあるのですが、紙面の関

係上ここまでにします。すみません。 

来年度も学校合同説明会を実施します。その時

に、直接先生に聞いてみてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月は、学校訪問する予定はしていなかったので

ですが、校長の浅川先生はなんと塾の近所に住ん

でいるのです。浅川校長は、塾に寄りたいと言っ

ていました。しかし、校長先生がくると生徒がび

っくりするから遠慮してもらっています。 

最近、私立の先生方がよく塾に来てくれます。今

年は私立学校をたくさん訪問しましたので、今度

は私立の先生が塾に来てくれます。 

 生徒の皆さん、ぜひ一生懸命勉強している姿を

見せてくださいね。 

 昨年は都立墨田川前校長の柴田先生が塾に来

てくれました。 

 

浅川校長との写真を撮るのを忘れてしましま

した。浅川校長とは、また会う機会がありますの

で、その時に写真を撮ります。 

私の広報・宣伝の下手な点が出てしまいました。 

 

 

 

  

 

 



 

 

塾からのお知らせ 

⑴ 「英検対策コース」 

マンツーマンで実施しています。大学入試

では、英検の取得の級・得点が高い評価を

受けます。又は受験資格にしている大学も

あります。（上智大学） 

大学受験を考えている生徒さんは、今から

中学卒業までに準 2 級合格するようがんば

ってもらいたいです。 

当塾の英語コース（２つのコースです） 

① 教科書対応（学校の予習・復習） 

リン先生対応 

② 英検対策コース 

フィリピンの英語の先生・曜日によって

先生が異なります。いろいろな先生に教

わることができます。 

（講師 10 人） 

 

 

 

 

 

 

中１の生徒が、英検 3 級に合格しました。 

中３の生徒が、英検準 2 級に合格しました。 

また、高校生が準 1 級にチャレンジします。 

 

⑵ 中３の受験生へ 12 月冬期講習です。 

仮内申が来週中にでます。その内申で、私立単願・

併願確約が決まります。ハラハラドキドキです。 

いよいよ、受験本番に向けて追い込みをかける時

期になりました。悔いが残らないよう頑張りまし

ょう。 

 

                         

                    

                                                                                                                                                                   

会社：シオユメリノベーション 

瑞江駅 3 分：南篠崎町 2-10-1 

カフェも経営しています。 


